ベトナムのマトリョーシカ : 観光みやげからみる人の移動とその変遷 by 鈴木 涼太郎 et al.
—　　—123
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Ⅰ はじめに
Ⅱ おみやげからみる人の移動
Ⅲ マトリョーシカとベトナム
Ⅳ マトリョーシカが照射する人の移動
 1） ソビエト／ロシアみやげとしてのマト
リョーシカ
 2） ベトナムみやげとしてのマトリョーシ
カ
 3）国内観光みやげとしてのマトリョーシカ
Ⅴ むすびにかえて
Ⅰ	 はじめに
本稿は，ロシアの民芸品マトリョーシカが，ベ
トナムで観光みやげとして販売されているとい
う，一見奇妙にも思える状況を手掛かりに，ポス
ト社会主義経済体制下のベトナムにおける，観光
を中心とした人の移動をめぐる状況を考察しよう
とするものである．
アジア諸国において，近年観光産業は目覚まし
い成長を遂げている．なかでも東南アジア地域
は，世界的にみても最も急速に成長が進む地域の
ひとつであり，観光は各国で最重要産業の一つ
ベトナムのマトリョーシカ
―観光みやげからみる人の移動とその変遷―
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となりつつある（Hitchcock, King, & Parnwell, 
2009）．とりわけ注目されるべきは，経済成長に
ともない出現した中間層が，自国内を観光するだ
けでなく，さらには近隣諸国への国際観光を経験
しているという点である（Singh, 2009）．すなわ
ち，これらの地域における近年の観光発展は，欧
米を中心とした外国人旅行者の受け入れ，いわゆ
るインバウンド観光には限定されないのである．
このような状況は，経済的な側面のみならず，
観光研究の理論的側面においても重要な含意を有
している．Winter らが指摘しているように，こ
れまでの観光研究においては，英語圏を中心に行
われてきたが故に西洋近代の経験をもとに形づく
られた諸概念が，唯一普遍の前提とされてきた
（Winter, Teo and Chang, 2009）．しかし，アジア
の人々がアジアを旅する現在，そのような前提自
体が問い直されるべき問題として提起され，不可
視化されてきた論点の存在が指摘されているので
ある．
たとえば，多くの場合国際観光をめぐる研究で
は，不可逆的な政治経済的権力関係を背景に，西
洋の旅行者を受け入れる東洋の人々，豊かな北側
のゲストを迎える貧しい南側のホストという構造
が繰り返し指摘されてきた．一方でもっぱら観光
客を受け入れる東／南側としてひとくくりにさ
れた地域が持つ多様性や歴史的特殊性は，これ
まで顧みられることはなかった（Winter, Teo and 
Chang, 2009：5）．
しかしながらアジア諸国における観光の成長
は，〈南〉が〈南〉を，〈東〉が〈東〉を消費し，〈南〉
や〈東〉とされてきた地域自身が，自国の中にさ
らなる消費の対象を見出そうとしているという状
況を示唆している．したがってここで必要とされ
るのは，西洋中心主義的で普遍的な〈西〉と〈東〉，
〈北〉と〈南〉といった二項対立的枠組みを相対
化するアジア観光の個別性や歴史性を問う視座な
のである．
このように考えた場合，ベトナムは，極めて興
味深い事例を提供してくれる．ベトナムは，政治
的には共産党一党支配の社会主義国家でありなが
ら，1986 年のドイモイ以降段階的に資本主義経
済を導入し，かつての西側諸国からの観光客の
受け入れを開始した．その後 1990 年代後半以降
国際観光市場において急速な成長を遂げ，国際
旅行者の到着者数は，1990 年の約 18 万人から，
2014 年には 780 万人余りと，40 倍以上に増加し
ている1）．
また近年の経済成長を背景に，ベトナム国内観
光客数の増加は，人数ベースでは国際観光を大幅
に上回っている．1995 年に 690 万人であった国
内観光客数は，2012 年には約 3250 万人にもなっ
ているのである2）．さらにこの間に登場した中間
層は，ベトナム国内のみならず，周辺の東南アジ
ア諸国を中心に国際観光にも出かけている．
もっとも，ベトナムにおいて観光に関連した人
の移動が皆無であったわけではない．社会主義経
済体制下においてはソビエト連邦（以下ソビエ
ト）をはじめ他の共産圏の国々からの旅行者の受
け入れや，国営企業における慰安旅行など，国内
観光，国際観光ともに一定数存在していた．フラ
ンスによる植民地支配や第二次世界大戦後の南北
分断と統一などの経緯から，多数の国外居住者が
存在しており，親族友人訪問も現在の国際観光に
おいて無視できない割合を占めている．また近年
の国内観光においても企業の支援による社員旅
行や家族旅行の比重が高いことが指摘されてお
り，ドイモイ以前の旅行の在り方は無視できない
（Bui & Jolliffe, 2011）．
つまりベトナムは，経済成長を続ける東南アジ
アの国としては，他の ASEAN 諸国同様の大幅
な観光客数の増加を見せている典型的な観光成長
国である一方で，歴史的経緯や社会主義国家とい
う性質から，極めて特殊で個別的な性格もまた有
しているのである．上記の議論を踏まえるのであ
れば，本稿が焦点を当てるのは，このプロセスが
ベトナムが観光客を受け入れる〈南〉の観光地か
ら〈北〉の送り出し国へ，あるいは観光のまなざ
しによって消費される対象としての〈東〉から，
消費の主体としての〈西〉へと移行しつつある状
況として単純に描き出すことが可能かということ
なのである．
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Ⅱ	 おみやげからみる人の移動
本稿では，現代のベトナムにおける観光を中心
とした人の移動をめぐる状況を素描するために，
人の移動に付随して移動するおみやげ，なかでも
ベトナムで売られているマトリョーシカ人形に注
目する．
2000 年代以降観光研究においては，物質文
化への関心が高まりつつある（Hitchcock and 
Teague eds., 2000; Cave, Jolliffe and Baum eds., 
2013; Hume, 2014）．これら一連の研究は，従来
の研究成果を土台にしつつも，1980 年代後半の
物質文化研究の理論的な更新とも関連しながら，
新たな論点を提供している．
その中の一つが，観光とともに移動するモノ
を，それを生み出した土地や文化に固定的な存在
としてみなすのではなく，その背景にある旅行の
様式との関係から把握しようとする視点である
（Lury, 1997）．従来のツーリストアート研究に代
表されるように，既存の研究において観光みやげ
は，それを生み出した社会や文化の観光にともな
う変容の過程を映し出す存在として位置づけられ
てきた．このような視点の前提にあるのは，ある
場所で売られている観光みやげは，その特定の文
化的文脈を反映したものであり，その文脈の中に
おいて本来的な意味を有しているという前提であ
る．しかし，近年の移動（モビリティ）への着目
とふまえるのであれば，観光みやげというモノの
移動は，本来的な文化的文脈からの逸脱としてで
はなく，むしろそのような移動をもたらす人の移
動の様式と関連するものとなる（Urry, 2007）．
本稿で取り上げるのは，ベトナムでおみやげ
として売られているロシアの民芸品マトリョー
シカである．観光みやげをめぐる問題を，それ
を生み出した土地と文化に固定的なものとみなす
のであれば，ベトナムで売られているマトリョー
シカは，真正性を欠いた奇妙な逸脱例にしか過ぎ
ない．だが，ロシアの民芸品がベトナムという異
郷において，さらに観光みやげとしてさらなる彼
の地への移動を待っているという状況は，モノの
背景にある移動を問うという視点に立つのであれ
ば，全く異なった意義を有することになる．むし
ろマトリョーシカは，ベトナムが経験している観
光を中心とした人間の移動をめぐる状況を照射す
る存在となるのである．
本稿では，筆者が行ったフィールド調査をもと
に，ベトナムにおけるマトリョーシカの背景にあ
る人の移動の有り様を探ることにしたい．調査の
内容は二つに大別される．まず，観光みやげとし
て販売されているマトリョーシカの現状を把握す
るため，ベトナムを代表する観光都市である北部
の首都ハノイと南部ホーチミン市において，観光
客が集中するエリアを選定し，当該区域のみやげ
店の悉皆調査を行った．その過程では，店舗にお
いてマトリョーシカの販売状況や流通経路などに
ついての聞き取りを行った．次に両都市在住，在
勤の 20 代～ 50 代の男女を対象としたグループイ
ンタビュー，および補足的な個人インタビューを
行った3）．グループインタビューでは，ベトナム
でマトリョーシカが販売されている現場を画像で
提示するとともに，現物を確認してもらいながら
意見を収集した．
以下では，まずロシアの民芸品マトリョーシカ
のルーツやベトナムにマトリョーシカが持ち込ま
れた経緯について整理する．次に，マトリョーシ
カの存在が映し出す人の移動の在り方について，
ドイモイ以前の旅行，ドイモイ後の国際観光客受
け入れ，そしてベトナムにおける国内観光という
3つの側面から検討することとしたい．
Ⅲ	 マトリョーシカとベトナム
ロシアの民芸品として知られているマトリョー
シカは，19 世紀末に旋盤工ズビョーズドチキ
ンと画家マリューチンの 2 人によって誕生した
（Gorozhanina, 2012）．彼らは，鉄道事業で財を
成し，芸術や教育の支援者であったマモントフ家
が設立した工房「子どもの教育」で活動しており，
マトリョーシカ制作もマモントフ家の指示による
ものであったという4）．ロシア農民の女の子の絵
が描かれた入れ子細工の木工人形は，1900 年の
パリ万博に出展されたことがきっかけで世界的な
知名度を得ることとなり，ロシアを代表する民芸
品としての地位を獲得した（Sokolova, 2011）．2
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度の世界大戦をはさみつつ，ソビエトにおいては
特に女の子向けのおもちゃとして普及し，ロシア
各地にマトリョーシカの生産地が成立している．
1970 年代以降，子供用玩具としてはプラスチッ
ク製品にとって代わられたものの，ソビエト崩壊
後の 1990 年代以降，ロシアを代表するおみやげ
として観光客向けに多種多様なマトリョーシカが
販売されている．
ベトナムにおけるマトリョーシカは，東西冷戦
下でソビエトと協力関係にあった北ベトナムに持
ち込まれたと考えられている．当時の北ベトナム
は，政治的な側面はもちろん，経済や科学技術の
様々な側面においてソビエトに依存していた．政
府関係者の往来をはじめ，技術指導のためにソビ
エトからベトナムへ来る者がいる一方で，ベトナ
ムからは留学や企業研修の目的で多くの人々がソ
ビエトを訪れていた．彼らがみやげとしてベトナ
ムに持ち込んだ，あるいはソビエトみやげとして
持ち帰ったマトリョーシカが，子供向けの玩具と
して北ベトナムに普及したのである．
南北統一後は，北部と南部の間での人の移動が
活発化する．また旧南ベトナムの人々もソビエト
を訪問することになる．結果として北部と同じく
南部でも，都市部を中心にマトリョーシカは普及
したという．ベトナムでは，一般にマトリョーシ
カは Búp bê Nga と呼ばれている．これは直訳す
ると「ロシア人形」の意味であり，上記のような
経緯を反映しているといえるだろう5）．
ベトナムにおいてマトリョーシカが販売されて
いる場所は，主に 2種類ある．ひとつは書店や玩
具店であり，ここでは教育用知育玩具の一環とし
て販売されている．ふたつめは，観光地や空港の
みやげ店である6）．興味深いのは，多くの店舗に
おいて，マトリョーシカは漆製品やアオザイ姿の
女性の人形など，ベトナムらしさを強調した民芸
品類と同じ場所に置かれているということであ
る．このような陳列が示唆しているのは，観光み
やげの文脈においてマトリョーシカは，ロシアの
ものではなく，あくまでベトナムの民芸品とされ
ているということである．
これらの店で売られているマトリョーシカの生
産地は 3つに区分される．まず玩具店と一部の書
店では，ロシアから輸入されたものが販売されて
いる．これらはロシアにおけるマトリョーシカの
代表的な産地であるセミョーノフ様式のものや，
ロシアの伝統工芸ホフロマ塗のものなどで，比較
的高価である．次に中国で生産されたマトリョー
シカであり，こちらが現在最も多く目にするもの
である．女の子の図柄ではあるが，金色のラメで
装飾されるなど，ロシア製のものに比べやや派手
な印象を受けるが，表面のニス加工は簡略化され
ている．まれに，一部着色せず焼き鏝で輪郭を描
き，木地の風合いを強調したウッドバーニング加
工のものもある．そして数や種類が限定されてい
るものの，ベトナム産のものも存在する．こちら
は，一部の漆製品生産者が販売しているもので，
大きさの異なる漆の椀を上下 2つ重ね合わせて入
れ子細工のマトリョーシカを表現している．器の
表面には女の子の絵が描かれており，マトリョー
シカの意匠をベトナム風にアレンジしたものであ
るといえよう7）．
Ⅳ	 マトリョーシカが照射する人の移動
1）	ソビエト／ロシアみやげとしてのマト
リョーシカ
このように，ソビエトからもたらされたマト
リョーシカは，現在のベトナムにおいて多様な生
産地と種類の商品が流通している．とはいえ，現
在でもマトリョーシカは，ソビエト／ロシアと関
連して語られ，社会主義経済時代の旅の経験と深
く関連している．
ドイモイ導入以前，ソビエトへの渡航は限られ
た人々にしか許されなかった．たとえば，ベトナ
ムで高校ないし大学を卒業して，ソビエトの大学
へと留学する場合，あるいは国営企業のエンジニ
アとして技術を学びに行く場合，そして政府関係
者が業務で訪問する場合などである．したがっ
て，ベトナムへマトリョーシカをおみやげとして
持ち帰ることは，そのような希少な経験を物質的
に表現する行為でもあった．
また，すべての家庭にマトリョーシカがあった
わけではなく，一部の家庭では，親族や親しい知
人がソビエトに旅行をした際に，おみやげとして
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贈られたこともあったという．ほかにも，ソビエ
トではなくチェコスロバキアに出張した親族か
らマトリョーシカを贈られたという 30 代女性も
いた．
ドイモイ以前にホーチミン市で幼少期を過ごし
た 40 代女性は，父親が造船企業の要職に就く友
人宅を訪れたときの思い出について次のように
語る．
マトリョーシカを持っている家はお金持ちと
いう印象がありました．マトリョーシカは棚
の上に飾ってあって，小さい人形をなくした
ら大変だから子供たちだけで遊ぶことはでき
ませんでした．さわっていいのは，その家の
お父さんと子供だけ．私はさわらせてもらえ
なかったです．
このほか，少ないながらも市場などで流通する
ソビエト製マトリョーシカも存在していた．50
代男性によれば 1980 年代，ソビエトからベトナ
ムを訪れる者の中には，マトリョーシカやキャビ
アなどの物産を大量にベトナムに運び，市場など
で売る者もいたという．しかし，それらは高価
で，一般の家庭すべてに普及するようなものでは
なかった．30 代女性も，友人の中でもマトリョー
シカを持っていたのは1人か2人，と語っていた．
やはり，ソビエト製のマトリョーシカは高価なも
のとして認識されていたと考えられる．
とりわけ南北統一後にソビエトの関係が新たに
始まった南部ホーチミン市に暮らす人々にとって
は，マトリョーシカはどちらかというと縁遠い存
在であり，南部の農村地域には，マトリョーシカ
はほとんど普及していなかったと考えられる．農
村部出身の 30 代女性は，ホーチミン市に出てく
るまでマトリョーシカの存在を知らなかったと
いう．
一方でハノイ出身の女性の間では，必ずしもマ
トリョーシカは高級品ではない，あるいはそれを
持っているからと言って裕福な家庭ではない，と
いう意見も聞かれた．南に比べ北ではソビエトと
の往来が頻繁であり，それ自体が必ずしも地位の
高さを示すものではなかったということも言える
だろう．とはいえ，「裕福さとは関係ない」と語っ
たハノイの女性の家庭であっても，あくまでマト
リョーシカは子供が日常的に遊ぶものではなく，
居間に飾られていたという．
ソビエト／ロシア製のマトリョーシカについて
の語りのなかで，ホーチミン市，ハノイのインタ
ビュー参加者ともに共通していた点が一つある．
それは，マトリョーシカは「時代遅れのもの」，
「懐かしいもの」という認識である．ある女性
は，ドイモイ後の世代は，物資が豊富となりマト
リョーシカで遊ぶことはないのではないかと語っ
た．またハノイ在住の 40 代女性も，ドイモイ後
に幼少期を過ごした 20 代の人々は，マトリョー
シカのことを知らないのではないかと指摘した．
実際に今回の調査で唯一マトリョーシカの存在を
知らなかったのは，ホーチミン市在住の 20 代女
性であった．
かつて社会主義計画経済の時代において，ベト
ナムでは海外旅行は限られた人間にしか許されな
かった．また，そもそも海外製品自体が流通する
ことも国内においては限定的であったと考えられ
る．その時代においてソビエトへの旅は豊かさ，
あるいは地位の高さの象徴であり，おみやげとし
て持ち帰られるマトリョーシカは，それらを体現
する存在だったのである．しかしドイモイ後 30
年を経過し，マトリョーシカは過去のものとなり
つつある．国内外への旅行がありふれたものとな
り，ソビエトへの旅行が富の象徴である時代は過
ぎたということを意味しているといえよう．
2）ベトナムみやげとしてのマトリョーシカ
1990 年代後半以降，ベトナムの国際観光は大
きな成長を遂げている．海外からの投資を積極的
に受け入れ，都市部や中南部のビーチリゾートに
は，国際的ブランドのホテルが多数進出してい
る．それらの地域では，外国人観光客が市内観光
の傍ら，みやげ品を購入する姿が日常的な風景と
なっている．
表 1 は，ホーチミン市およびハノイ中心部で
行ったマトリョーシカ販売店舗調査の結果であ
る．取り上げたエリアは，ホーチミン市では，
ショッピングの中心ドンコイ通り，レロイ通り
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と，バックパッカーが数多く訪れるデタム通り周
辺，および多くの観光客が訪れるベンタイン市場
である．ハノイでは，中心的な観光エリアである
ホアンキエム湖周辺のなかでも人気スポットであ
りミニホテルや安宿も数多く存在する旧市街，そ
して旧市街最大のドンスアン市場，近年雑貨を中
心とした手工芸品店が増加しているハノイ大教会
周辺であり，いずれも一般的な観光コースに組み
込まれている場所である．またハノイでは，ノイ
バイ空港の国際線ターミナルにある全売店でも調
査を行っている．いずれの都市でも当該エリアに
ある観光みやげ店ならびに書店・玩具店をすべて
対象とした8）．
対象となった 256 店舗中 46 店舗がマトリョー
シカを置いており，全体として 5 店に 1 店，約 2
割程度の店でマトリョーシカが販売されている．
1 店舗当たりの在庫数にはばらつきがあり，観光
みやげ店では数個程度しか置いていない場合があ
る一方で，書店では 50 個以上が陳列されている
場合もある．基本的には 1種類のみのマトリョー
シカを置いている店が多いものの，色やデザイン
を多種類揃える店舗もあり，玩具店ではその傾向
が強い．先述の通り，みやげ店ではベトナムの民
芸品と同じ棚に陳列されている．対象エリアに
は，ベトナムの伝統的な手工芸品を日本人やフラ
ンス人デザイナーがアレンジした日本では「ベト
ナム雑貨」として人気の商品を販売する店も数多
く存在する．しかしマトリョーシカはそのような
店舗では販売されておらず，比較的保守的な品ぞ
ろえをする店舗に多く置かれていた．
販売スタッフにマトリョーシカの生産地を尋ね
ると，多くの場合「ベトナム製」ないし，「知ら
ない」という答えが返ってくる．「ベトナム製」
と答えた者も「ベトナムのどこかは知らない」と
いう．実際のところ，多くの店で販売されている
のは，中国製のマトリョーシカである．経済開放
後中国からは，多様な消費財がベトナムへと輸入
されているが，みやげ品もその一つである．
都市部にある大半のみやげ店は，自店舗で販
売する商品を生産者から直接買い付けるのでは
なく，卸売業者を通じて民芸品などを仕入れて
いる．卸売業者は中国からやってくることもあれ
ば，中国から仕入れた商品を小売店へと捌くベト
ナム人の業者の場合もある．店の経営者が店舗を
訪れた卸売業者と直接仕入れの交渉をすることも
あれば，ある程度品揃えが決まっている場合に
は，日常的な発注は電話で済まされることも多
い．その場合，卸売業者が直接商品を持ってくる
のではなく，注文した商品が宅配される．そのた
め，みやげ品の小売業者は商品がどこで作られて
いるのか知らないし，まして仕入れに携わらない
店頭の販売員は生産地を知る由もない．それが上
述のような回答につながっているのである．
ほぼすべての店舗のスタッフが口にするのは，
みやげ店でマトリョーシカを購入するのは，欧米
人観光客とベトナム人だということである．もち
ろん正確な国籍を確認して販売しているわけでは
ないので推測の域を出ないが，中でもロシア人と
表 1　ベトナム都市におけるマトリョーシカ販売店舗
都市 エリア みやげ店 書店・玩具店 対象店舗計
ホーチミン市 ドンコイ通り周辺  2 1  35
レロイ通り周辺（国営百貨店含）  5 1  18
ベンタイン市場 11 0  54
デタム通り周辺  1 0  17
ハノイ 旧市街周辺  6 2  58
ドンスアン市場  2 3  24
大教会周辺  3 0  28
チャンティエン通り周辺  0 2   8
ノイバイ国際空港  7 0  14
37 9 256
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アメリカ人に人気があるという．また少数ではあ
るが，日本人が買って帰るという声も聞かれた9）．
子供のころからマトリョーシカになじみがある
人々であっても，外国人観光客向けにマトリョー
シカが販売されていることは必ずしも知られてい
ない．今回のインタビュー対象者の中でも，ベト
ナム観光のみやげとしてマトリョーシカが売られ
ていることを知っていたのは，半数程度である．
観光客向けに販売されるマトリョーシカへの反応
は，とりわけその多くが中国製であることをめ
ぐって，大きく二つに分かれる．
ひとつは，なぜベトナム産ではないのかという
問いである．「せっかくベトナムに来たのであれ
ばおみやげもベトナムのもの，とくにベトナムは
手工芸品が有名なのだから中国産を買わなくて
も……」というということなのだ．一方で，「別
にかわいいのであればどこの製品でも構わない」
という意見も複数の人から聞かれた．現在のベト
ナムみやげの多くが，中国やタイなどの他国産で
あることを知っている人も少なくない．「かわい
いものであれば日本製であっても観光客はみやげ
を買うだろう」というのである．
中国製であることそれ自体に対する意見は分か
れたものの，商品の品質については参加者の意見
は一致した．それはロシア製に比べて中国製のマ
トリョーシカの旋盤加工や絵付けの技術が劣って
いるということである．ある女性は，現物を見る
なり「これはロシア製ではないですね．ベトナム
製？ 中国製？」と筆者に問うてきた．
すでに述べたように，女の子の図柄であるとい
うことに関しては共通しているが，絵のスタイル
は大きく異なり，品質は劣っている．この点につ
いては，先に中国製であっても構わないと述べた
女性もやや眉をしかめる．かわいいのであればい
いのだが，「ベトナムの伝統工芸が素晴らしいの
にそれを誤解されるのは困る」というのである．
それゆえ，彼女も含めベトナムで生産された漆
細工の入れ子マトリョーシカ人形の印象について
は肯定的であった．顔の図柄は本家ロシアという
よりも，むしろ中国製のものに近い．しかし，確
実にベトナム産であるだけでなくそこでの技法は
他の漆細工と共通のものである．それゆえ，マト
リョーシカがベトナムを訪れた観光客向けのおみ
やげではある点には異論がなかった10）．
ドイモイ後の国際観光市場においてベトナムが
成長を遂げるにつれ，マトリョーシカはロシアで
はなくベトナムを象徴するものとして，新たな文
脈におかれることになった．しかし皮肉なこと
に，そこでは中国からやってきたマトリョーシカ
が売られている．ここでは，むしろベトナム文化
の表象の問題としてマトリョーシカは語られるの
である．
3）国内旅行みやげとしてのマトリョーシカ
ベトナムの都市部においては，マトリョーシカ
が書店や玩具店でも販売されている．これは子供
向けの知育玩具として普及したことの名残である
と考えられ，これらの店でマトリョーシカを購入
するのは主にベトナム人である．またみやげ店で
もベトナム人がマトリョーシカを購入することも
あることが店舗での聞き取りでは明らかになっ
た．これらは必ずしも観光客によるものとは限ら
ず，都市部の住民が購入していると考えることも
可能であろう．しかし，インタビューの中では，
明確に観光と関連するケースも存在していること
が明らかになった．
マトリョーシカは，都市部に限らずベトナム各
地の観光地において販売されている．その代表例
が，ダナンやニャチャンなど中部から南部にかけ
てのビーチリゾートである．また北部の少数民族
観光の拠点，サパでも同様に売られている．
とりわけ，中南部のリゾート地は 2000 年以降
ロシアからの旅行者に人気の観光地となってい
る．これらの都市にはチャーター便が設定され，
多くの観光客が訪れる．都市部での聞き取りか
ら明らかになったように，ロシア人が主要な購
入層なのであれば，これらビーチリゾートでマ
トリョーシカが売られているのも納得がいくだ
ろう．
しかしベトナム人も同様に，これらの場所でお
みやげにマトリョーシカを購入するという．ハノ
イ出身の 40 代男性は，次のように語る．
2012 年の夏にニャチャンに旅行に行きまし
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
—　　—130
た．その際子供からみやげ物屋にあるマト
リョーシカを見つけて買ってくれとせがまれ
たんです．僕もとても懐かしくて．子供のこ
ろマトリョーシカが家にあって姉と遊んだな
と．そこでついつい買ってしまいました．子
供はしばらく遊んで飽きてしまいましたが，
いつの時代もマトリョーシカで子供は喜ぶん
だなと思いました．
同様の話はほかにも聞くことができた．ダナン
のビーチリゾートに家族で出かけたハノイ在住
の 30 代男性は，旅行の思い出にマトリョーシカ
を購入したという．彼によれば，子供のころ自分
の家にはマトリョーシカはなかったものの友人の
家に飾ってあるのをうらやましく思っていたとい
う．現在事業に成功し一定の収入を得るようにな
り，家族旅行にも出かけられるようになった．そ
の時旅先のダナンでマトリョーシカを目にし，か
つてのあこがれの品も今では自分で購入できるよ
うになった，ということに感慨を覚えたという．
特段子供が欲しがったわけではないが，自分でそ
のような過去を思い出しつつ購入した．子供は入
れ子細工を出し入れして遊んでいたという．
このほか，ホーチミン市在住の 30 代女性は，
実際に購入したことはないものの，ニャチャンで
見かけたマトリョーシカにまつわる思い出を語っ
てくれた．彼女によれば，マトリョーシカは物資
が欠乏していた時代を象徴するおもちゃなのだと
いう．自らもビーチへ旅行できるようになり，そ
こで見かけたマトリョーシカは，豊かになった現
在を実感させてくれるものであり，物が不足して
いたドイモイ以前を懐かしく思い出させてくれ
る．そして，それゆえ上記のようにベトナム人が
マトリョーシカを買うこと自体には不思議はない
という．「だって観光地には子供向けのおもちゃ
みたいなものがたくさん売っているじゃないです
か．マトリョーシカも同じですよ」ということな
のだ．
興味深いのは，彼／彼女らがビーチリゾートで
購入したり，目にしたマトリョーシカは，中国製
のものであり，先に外国人観光客に向けてみやげ
物として売られているものと同一であるというこ
とである．しかしながら，皆が口をそろえるの
は，別に中国産でも，また品質が低くても，それ
はあまり問題ないということである．むしろ，共
通しているのはマトリョーシカが懐かしいからこ
そ購入したという点であり，求められているのは
入れ子細工のロシア人形という存在そのものなの
である．
Ⅴ	 むすびにかえて
本稿では，ベトナムで観光みやげとして売られ
ているマトリョーシカについてフィールド調査を
もとに記述してきた．そこからは，ベトナムが経
験している様々な旅行の在り方が浮かび上がって
くる．
ドイモイ以前の国際観光市場が閉ざされていた
時代，マトリョーシカはベトナムにおいて数少な
い海外渡航経験であったソビエト旅行のみやげと
して持ち帰られ，それらは地位や裕福さを象徴的
に示す存在であった．一方でドイモイ後のベトナ
ムに押し寄せる海外からの観光客は，ベトナムみ
やげとして中国製のマトリョーシカを購入してい
く．他方で，成長著しいベトナム国内観光では，
ベトナム人観光客もまたマトリョーシカを購入
し，その存在が社会主義経済時代へのノスタルジ
アのアイコンとして機能しているのである．
ベトナムのマトリョーシカが照射する人の移動
は，西洋が東洋を，富める〈北〉が貧しい〈南〉
を消費するという従来の枠組みでは十分に把握さ
れえない．マトリョーシカはかつて，ソビエトと
いう〈北〉に対する〈南〉のベトナムという，社
会主義国家独特の南北関係を反映していた．そし
てドイモイ導入後は，いわゆる西側の欧米諸国や
日本や韓国をはじめとした東アジア諸国という新
たな〈北〉からやってきた観光客の消費の対象と
なる．同時に，国際観光客に向けて開放され整備
された観光地ベトナムには，従来通りの〈北〉で
ありつつも，1990 年代以降経済体制の劇的な変
化を経験したロシアからも観光客が訪れ，マト
リョーシカを購入していく．一方で，ベトナム国
内観光の文脈において，かつての〈北〉を象徴す
るマトリョーシカはノスタルジア消費の対象と
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なっているのである．
重要なのは，これらのプロセスが同時進行的に
重なりあいながら存在しているのが，ドイモイか
ら 30 年を経過するベトナムが経験している観光
を中心とした人の移動であり，そこに登場する観
光客たちが消費する〈南〉や〈北〉は，必ずしも
不可逆的なものではなく両義的なものだというこ
とである．ベトナムは観光消費の対象でもあり，
同時に主体ともなりうる．経済的には資本主義に
移行しつつも政治的には社会主義国であるベトナ
ムでは，これら異なる複数の人の移動のあり方が
重層的に展開しつつあり，観光みやげとしてのマ
トリョーシカもまた，その文脈の中で観光客に消
費されている．
言い換えればマトリョーシカは，ベトナムが経
験してきた固有で特殊な〈東〉と〈西〉，〈南〉と
〈北〉が交錯する地点に位置しているのである．
付　　記
本稿は科学研究費「観光みやげにおける生産地と販売地
の乖離に関する基礎的研究」（基盤研究 C 研究代表者：鈴
木涼太郎）および「途上国における国内観光成長の歴史的
背景と社会・文化的影響に関する総合的研究」（基盤研究
B 研究代表者：稲垣勉）による調査をもとにしている．稲
垣勉先生には，筆者の立教大学大学院観光学研究科在籍中
にご指導をいただき，博士学位請求論文の審査においては
副査をお引き受けいただいた．また調査地の一つにベトナ
ムを加えたきっかけも，先生のご助言によるところが大き
い．先生からいただいたご指導と研究機会に心より感謝申
し上げます．
注
 1） ベトナム政府観光局（http://vietnamtourism.gov.vn/）．
なお出発地としては，隣国中国からの観光客が最も多
く，以下韓国，アメリカ，日本，台湾，フランスなど
が続いている．
 2） ベトナム政府観光局（http://vietnamtourism.gov.vn/）．
 3） 本稿にかかわる調査は主に 2014 年 8 月～ 9 月と 2015
年 9 月に行われた．悉皆調査とグループインタビュー
は 2014 年に行い，補足の調査とインタビューを 2015
年に行っている．
 4） マトリョーシカのルーツについては諸説あるものの，
有力なものの一つとして，日本の箱根起源説がある．
当時マモントフ家は，世界中の玩具を収集しており，
コレクションの中には日本の箱根でつくられた入れ子
の七福神人形が含まれていた．箱根起源説では，マト
リョーシカの入れ子細工の着想は，そこからもたら
されたとされている（岩崎，1988；Sokolova, 2011；
Gorozhanina, 2012）．
 5） このほか Búp bê babushka（スカーフ人形），Búp bê 
me con（母子人形）などと呼ばれることもある．また，
Búp bê Nga は，ロシア製の起き上がりこぼし型セルロ
イド人形等を指すこともある．
 6） 筆者はホーチミン市内において，路上の露店で販売さ
れているのを目にしたことがある．そこは市内中心部
ではあるものの，観光客が一般に訪れるエリアではな
く，基本的にはベトナム人向けに販売されていたと推
測される．
 7） このほか，ベトナム建国の父ホーチミンを描いたマ
トリョーシカも雑誌で紹介されている（『FIGARO 
japon』2006 年 8 月号）．形態から推測すると，ベトナ
ムからの依頼でロシアで生産されたか，白木の状態で
輸入されたものにベトナムで着色されたものであると
考えられる．
 8） ここでの情報は 2014 年に行われた調査によるものであ
る．2015 年の補足調査時には，ホーチミン市の国営百
貨店は閉鎖され，ハノイ・ノイバイ空港では国際線新
ターミナルがオープンしたことにともない売店も移転
した．新ターミナルでは，ほぼ同じ業者が店舗を経営
しているものの，大幅に商品が入れ替わり，2015 年 9
月の調査ではマトリョーシカを置く店舗は 2 つに減少
した．一方，両市内で新たにマトリョーシカを置く店
舗も確認されている．
 9） それを裏付けるように，日本人向け現地情報誌でマト
リョーシカが紹介されたこともある（「ベトナム乙女お
気に入り図鑑 店の片隅で見つけたかわいい小物たち」
『VINABOO HANOI』 2014 年 9 月号）．また，筆者は
日本のベトナム料理店でもオブジェとしてベトナムで
販売されている中国製マトリョーシカが飾られている
店を見かけたことがある．
10） 一方，ホーチミンが描かれたマトリョーシカについて
は意見が分かれた．面白いアイディアであり，ベトナ
ムらしいものとしておみやげとしての適性を認める者
もいれば，建国の父に対して失礼だという意見もあっ
た．観光みやげとしてのホーチミンが持つ意味の二重
性，両義性ついては大塚（2015）が考察している．
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